
2026.6.15vol.39

Photo by Mieko Miyakawa

着
任
の
ご
挨
拶

8

西
陣
憩
い
の
郷
だ
よ
り
／
第
39
号

　令
和
8
年
6
月
15
日
発
行

　﹇編
集・発
行
﹈社
会
福
祉
法
人
北
野
健
寿
会

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
西
陣
憩
い
の
郷

　発
行
責
任
者

　谷
利
康
樹

　〒
6
0
2

－

8
4
7
6

　京
都
市
上
京
区
桐
木
町
8
8
5
の
1

　T
E
L
0
7
5・4
3
1・1
5
1
3

　F
A
X
0
7
5・4
3
1・1
5
1
4

鷹狩の途中雨に遭い近くの小屋によって「みのを貸してほしい」と頼むと

八重の山吹の花一枝を差し出した。八重咲の山吹は実をつけない：

〝七重八重　花は咲けども　やまぶきの　実の一つだに　なきぞ悲しき〞

実のと蓑をかぶせている。ちなみに一重の山吹は実をつける。

山吹（やまぶき）
室町時代の武将・太田道灌の話が有名

表 紙 写 真 の 解 説

施
設
医  

中
野
龍
一

施 設 のご 案 内

TEL.075-431-1513
FAX.075-431-1514

千
本
通

千本釈迦堂

京都駅方面より
市バス6・206・50系統

四条河原町方面より
市バス46・59・201系統

「千本今出川」バス停
下車徒歩3分

MAIL. nishijin-ikoi@kitano-kenjukai.or.jp

お問合せはこちらまで今出川通

相馬病院

七
本
松
通北

野
天
満
宮

卍

編
集
後
記

西
陣
憩
い
の
郷
だ
よ
り
39
号
を
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
施
設
で
は
、職
員
が
中
心
と
な
り
様
々

な
行
事
を
企
画
・
実
施
し
て
お
り
ま
す
。４
・

５
Ｐ
に
は
、施
設
全
体
で
行
っ
た
行
事
だ
け

で
な
く
、各
フ
ロ
ア
に
て
企
画
・
実
施
さ
れ
た

行
事
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
も
引
き
続
き
様
々
な
行
事
を
企
画

中
で
す
。実
施
し
た
行
事
は
、当
施
設
Ｈ
Ｐ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
く
予
定
で

す
の
で
、そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
広
報
誌
担
当
）

施 設 のご 案 内

TEL.075-431-1513
FAX.075-431-1514

五辻通

西陣憩いの郷

N

　こ
の
た
び
、
4
月
1
日
付
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
西
陣
憩
い
の
郷
」
の
施
設
医
と
し
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
私
は
相
馬
病
院
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
平

成
29
年
よ
り
当
施
設
の
産
業
医
を
務
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
後
は
施
設
医
と
産
業
医
を
兼
務
し
、
よ

り
一
層
施
設
運
営
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　現
在
、
日
本
で
は
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
行
し
、

独
居
や
老
老
介
護
、
認
知
症
の
方
が
支
え
合
う
認
認

介
護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
社
会
問
題
と
し
て

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
担
い
手
不
足
も
深
刻

さ
を
増
し
て
お
り
、
地
域
や
施
設
が
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、病
院
と
は
異
な
り
「
生
活
の
場
」

と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
入
居
者
の
方
々
が
安
心
し

て
日
々
を
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　入
居
者
の
皆
さ
ま
の
中
に
は
、
認
知
機
能
の
低
下

や
身
体
の
不
自
由
さ
、
嚥
下
機
能
の
低
下
な
ど
、
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
に
対

し
、
日
々
丁
寧
に
寄
り
添
い
、
細
や
か
な
変
化
に
気

づ
き
な
が
ら
支
援
を
続
け
て
お
ら
れ
る
職
員
の
皆
さ

ま
の
姿
に
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
深
い
感
銘
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
取
り
組
み
に
は
、
入
居
者

の
生
活
を
支
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

医
師
と
し
て
学
ぶ
点
が
多
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　私
は
長
年
病
院
で
診
療
に
携
わ
っ
て
き
た
た
め
、

ど
う
し
て
も
医
療
面
に
意
識
が
向
き
が
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
施
設
で
は
治
療
よ
り
も
「
生
活
を
支
え
る

視
点
」
が
重
要
で
あ
り
、
私
自
身
も
考
え
方
の
転
換

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
皆
さ
ま

の
実
践
か
ら
学
び
な
が
ら
、
医
療
の
立
場
か
ら
適
切

な
支
援
を
行
い
、
よ
り
良
い
ケ
ア
に
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　職
員
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
、
入
居
者
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を
築
い
て
い
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

特養増床のご案内介護職員募集中
（資格取得支援・就職支度金制度あり） 　令和8年10月1日より、7階を特養フロアに転

換し、特養105床ショート3床で運営することと
なりました。これにより、より的確に地域の介護
ニーズに対応してまいります。
　ショートステイも特養と同じ居室・設備でサー
ビスを提供しています。「まずはショートで雰囲気
を知りたい」というご利用も大歓迎。特養の生活
を短期間から体験いただけます。
　西陣憩いの郷は、千本今出川付近にあり、バス
停も多く、施設内に駐車場も完備しているため、
交通がとても便利です。
　すべてのお部屋が個室になっており、個室には
トイレと洗面台が完備されています。
　最上階にはテラスがあり、景色は抜群です。京
都の街並みや比叡山が一望でき、五山の送り火
もご覧いただけます。
　どうぞ、お気軽に申し込み・お問い合わせくだ
さい。

担当・生活相談員 島田

　ユニット型の特別養護老人ホームで入居者の方の
生活をサポートしていただくお仕事です。
　経験者はもちろんのこと、未経験の方・ブランクの
ある方、常勤・非常勤問わず募集しております。
　施設見学も随時対応しておりますので、ご興味ある
方は、施設にお問い合わせください。
　また、4月1日より採用
ページをリニューアルい
たしました。採用ページ
よりご応募いただき採用
となった場合は、就職支
度金が支給されます（条
件あり）。
　詳しい条件等、採用ペ
ージからご確認ください。

採用担当 小林

採用ページは
こちら

施設HPは
こちら

インスタグラムは
こちら
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⑵
　
事
故
を
防
止
し
、安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の

提
供
に
向
け
た
取
組

　

ア　

職
員
の
「
気
づ
き
」「
問
題
意
識
」「
安
全

管
理
」
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
す
。

　

イ　

日
常
生
活
上
の
事
故
は
発
生
す
る
も
の

と
想
定
し
、そ
の
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に

「
事
故
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」「
こ
の
ま

ま
だ
と
こ
う
い
う
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま

う
の
で
は
」
と
い
う
視
点
を
養
い
ま
す
。

　

ウ　

事
故
検
討
班
、事
故
防
止
委
員
会
に
お
い

て
、
事
故
内
容
を
分
析
、
再
発
防
止
に
向

け
た
取
組
を
発
信
し
、
介
護
職
だ
け
で
な

く
、
多
職
種
と
の
情
報
共
有
に
努
め
、
事
故

内
容
、
再
発
防
止
の
意
識
を
高
め
ま
す
。

⑶
　
看
取
り
介
護
へ
の
取
組

　

ア　

入
居
者
様
に
心
安
ら
か
で
尊
厳
あ
る
最

期
を
迎
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
ご

家
族
様
に
と
っ
て
大
切
な
思
い
出
の
日
々

と
な
る
よ
う
、
医
師
、
看
護
師
、
介
護
職
、

介
護
支
援
専
門
員
、
生
活
相
談
員
、
管
理
栄

養
士
が
密
に
連
携
し
、
入
居
者
様
・
ご
家
族

様
の
意
向
に
添
え
る
ケ
ア
の
提
供
と
環
境

を
整
え
ま
す
。

　

イ　

看
取
り
に
関
す
る
ご
家
族
様
の
不
安
や

淋
し
さ
を
少
し
で
も
緩
和
で
き
る
よ
う
、関

わ
り
の
時
間
を
大
切
に
し
ま
す
。

2
　
教
育
担
当
部
門
の
目
標

⑴　
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
育
成
計
画
表
」
に
則
っ
た

計
画
的
な
研
修
を
行
い
、施
設
の
求
め
る
人
材

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
〝
西
陣
憩
い
の
郷
〞
は
、

〝
人
と
し
て
の
尊
厳
・
自
己
決
定
を
尊
重
し
、
安

心
・
安
ら
ぎ
の
場
を
提
供
す
る
〞
と
の
運
営
理

念
の
下
、
協
力
医
療
機
関
で
あ
る
「
相
馬
病
院
」

と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
平
成
17
年
の
開
設
以

来
、入
居
者
様
や
ご
家
族
様
の
お
気
持
ち
に
寄
り

添
い
、安
心
し
て
任
せ
て
い
た
だ
け
る
施
設
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
に
お
い
て
は
、5
月
に
開
設
20
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
と
と
も
に
、全
職
員
が
力
を

合
わ
せ
て
令
和
6
年
度
に
過
去
最
低
と
な
っ
た

稼
働
率
の
回
復
を
図
り
ま
し
た
が
、依
然
と
し
て

物
価
高
騰
や
人
材
確
保
難
等
の
影
響
も
あ
り
、今

後
も
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
も
の
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
の
と
お
り
、

令
和
8
年
度
事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

重
点
取
組

Ⅰ
1
　
特
養
の
増
床

　

当
施
設
は
、特
養
１
０
０
床
及
び
シ
ョ
ー
ト
専

用
床
8
床
で
開
設
・
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
の
シ
ョ
ー
ト
需
要
減
少
に
伴
い
、令
和
6
年
3

月
か
ら
7
階
シ
ョ
ー
ト
専
用
床
の
使
用
を
中
止

し
て
い
ま
す
。こ
の
た
び
京
都
市
と
の
事
前
協
議

⑵　

法
定
研
修
に
加
え
、職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
資
質
向
上
等
に
向
け
た
研
修
を
、

適
宜
、
企
画
・
実
施
し
ま
す
。

3
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
担
当
部
門
の
目
標

⑴　

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
、
入
居
者
様
・
ご

家
族
様
の
参
加
を
求
め
、課
題
や
今
後
の
取
組

方
針
の
共
有
に
努
め
ま
す
。

⑵　

多
職
種
と
の
連
携
・
情
報
交
換
を
確
実
・
丁

寧
に
行
い
ま
す
。

⑶　

入
居
者
様
・
ご
家
族
様
の
ご
希
望
が
具
体
的

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

4
　
生
活
相
談
担
当
部
門
の
目
標

⑴　

入
居
者
様
の
高
齢
化
・
重
度
化
が
進
行
し
、

家
族
関
係
や
社
会
保
障
制
度
等
、高
齢
者
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

中
、
施
設
の
運
営
理
念
に
則
り
、
入
居
後
の
生

活
が
、
極
力
、
入
居
者
様
・
ご
家
族
様
の
意
向

に
沿
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
な
支
援
に
努
め

ま
す
。

⑵　

入
居
者
様
・
ご
家
族
様
の
満
足
度
を
把
握
す

る
た
め
、毎
年
度
「
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
、
ご
意
見
に
対
応
し
つ
つ
、
ご
希
望
に

添
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

5
　
栄
養
管
理
担
当
部
門
の
目
標

⑴　

各
フ
ロ
ア
に
お
い
て
、他
の
入
居
者
様
と
共

の
結
果
、
シ
ョ
ー
ト
専
用
床
の
特
養
へ
の
転
床

（
5
床
）
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
令
和
8
年
10
月

か
ら
、特
養
１
０
５
床
及
び
シ
ョ
ー
ト
専
用
床
3

床
の
計
１
０
８
床
で
運
営
す
る
こ
と
で
、よ
り
的

確
に
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、経
営

の
安
定
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

2
　
介
護
人
材
の
確
保

　

全
国
的
に
介
護
人
材
の
確
保
が
困
難
な
中
、当

施
設
で
は
、
令
和
8
年
度
に
お
い
て
は
、
退
職
補

充
に
加
え
、令
和
8
年
10
月
か
ら
の
特
養
増
床
に

必
要
な
介
護
職
を
新
た
に
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
、採
用
情
報
の
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、直
接
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
就
職
支
度
金
を
引
き
上

げ
る
な
ど
、で
き
る
だ
け
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
」
あ
る
い
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介

で
」の
応
募
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

3
　
生
産
性
向
上
の
取
組

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
等

に
よ
る
生
産
性
向
上
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
令
和
8
年
度
に
お
い
て
は
、
見
守
り

機
器
（
眠
り
コ
ネ
ク
ト
）
を
全
床
配
備
し
、転
倒

事
故
の
防
止
や
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
介
助

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、夜
間
巡
視
回
数
の
減

少
等
、職
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。に

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
食
事
を
召
し
上
が

っ
て
い
た
だ
き
、日
々
の
暮
ら
し
の
楽
し
み
と

な
る
よ
う
な
食
事
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

⑵　

季
節
の
旬
の
食
材
を
見
た
目
に
も
美
味
し

く
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
盛
り
付
け
を

工
夫
す
る
等
、
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・

触
覚
の
五
感
で
食
事
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

⑶　

行
事
食
や
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
お
や
つ
作
り
や

食
事
作
り
を
充
実
さ
せ
、い
つ
も
と
違
う
雰
囲

気
や
香
り
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、食
事
を
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
居
者
様
の
健
康
の

維
持
向
上
を
目
指
す
取
組

Ⅲ
⑴
　
入
居
者
様
の
健
康
管
理

　

施
設
医
、
介
護
職
、
協
力
医
療
機
関
で
あ
る

「
相
馬
病
院
」
と
の
連
携
に
よ
り
、
入
居
者
様

の
心
身
の
健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
、小
さ
な

変
化
に
対
し
て
も
速
や
か
に
適
切
な
対
応
を

し
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
医
師
と
も
連
携
し
、
口
腔
ケ
ア

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
管
理
栄
養
士
・

介
護
職
と
の
協
働
に
よ
り
、
栄
養
状
態
・
嚥
下

状
態
の
把
握
に
努
め
、
適
切
な
水
分
・
栄
養
摂

取
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、自

然
な
排
泄
が
で
き
、ス
ム
ー
ズ
に
排
便
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
の
質
の
向
上
を

目
指
す
取
組

Ⅱ
1
　
介
護
担
当
部
門
の
目
標

⑴
　
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
個
別
化
さ
れ
た

ケ
ア
の
実
施

　

ア　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
個
別
ケ
ア
に
つ
い

て
考
え
、入
居
者
様
の
生
活
リ
ズ
ム
を
把
握

し
、
入
居
者
様
に
合
っ
た
起
床
・
就
寝
、
食

事
等
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、「
24
ｈ
シ

ー
ト
」
を
活
用
し
て
情
報
共
有
を
図
り
、入

居
者
様
お
一
人
お
一
人
へ
の
ケ
ア
の
統
一

を
目
指
し
ま
す
。

　

イ　

常
に
「
何
故
そ
う
す
る
の
か
」
と
い
う
意

識
と
根
拠
を
持
っ
た
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

　

ウ　

個
別
ケ
ア
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、入
居
者

様
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
丁
寧
に
行

い
、日
々
の
介
護
が
効
率
優
先
又
は
一
律
的

な
介
護
に
な
っ
て
い
な
い
か
見
直
し
ま
す
。

　

エ　

入
居
者
様
お
一
人
お
一
人
の
言
動
に
は
、

ご
本
人
な
り
の
理
由
（
根
拠
）
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
、そ
の
原
因
を
探
っ
て
い
く
こ
と

で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

オ　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
習
得

し
、人
権
を
擁
護
す
る
と
と
も
に
意
思
や
人

格
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、虐
待
行
為
や
不
適

切
な
ケ
ア
の
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

⑵
　
感
染
・
褥
瘡
等
の
予
防
対
策

　

ア　

感
染
防
止
対
策
の
充
実

　
　
　

感
染
防
止
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る

マ
ス
ク
の
着
用
、ア
ル
コ
ー
ル
で
の
手
指
消

毒
と
清
掃
、入
居
者
様
の
毎
日
の
体
温
測
定

に
よ
る
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
適
宜
、
情
報
収

集
に
努
め
ま
す
。

　

イ　

褥
瘡
予
防
対
策
の
充
実

　
　
　

全
入
居
者
様
に
つ
い
て
、こ
ま
め
な
体
位

交
換
等
に
よ
っ
て
、褥
瘡
の
予
防
に
努
め
る

と
と
も
に
、
万
が
一
、
褥
瘡
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、外
科
専
門
医
へ
診
察
と
処
置
を
行

い
、
ま
た
適
切
な
除
圧
・
処
置
等
に
よ
り
早

期
の
治
癒
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
　
服
薬
事
故
防
止
対
策

　
「
服
薬
漏
れ
・
服
薬
間
違
い
ゼ
ロ
」
を
目
指

し
ま
す
。
看
護
師
、介
護
職
各
々
の
配
薬
時
の

手
順
の
徹
底
、ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
分
析
を
行
う

と
と
も
に
、
看
護
師
・
介
護
職
間
で
密
な
情
報

共
有
を
図
り
、誤
薬
事
故
の
発
生
防
止
に
取
り

組
み
ま
す
。

※
令
和
8
年
度
事
業
計
画
の
全
文
に
つ
い
て
は
、

西
陣
憩
い
の
郷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

令和8年度 事業計画（概要）
介 護 ケ ア の 質 の 向 上と

安 全 で 快 適 な「 暮らし」の 提 供 へ の 取 組
社会福祉法人 北野健寿会／特別養護老人ホーム 西陣憩いの郷
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行事のご報告

特別養護老人ホーム

令和8年1月～令和8年5月

西 陣 憩 い の 郷

5 4

雛人形を愛でながら、
ひなあられと甘酒を

召し上がっていただきました。

雛人形を愛でながら、
ひなあられと甘酒を

召し上がっていただきました。

ひな祭り

鬼に扮した職員を
入居者様が鬼退治！
鬼に扮した職員を
入居者様が鬼退治！

節分レク

植物園レク

ドライブレク

お花見

パンケーキレク

フルーツサンドレク

「京都熱愛会」様による南京
玉すだれを披露いただきました。
「京都熱愛会」様による南京
玉すだれを披露いただきました。

南京玉すだれ

おでんレク
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６
Ｆ
介
護
担
当

北
野
　
朝
己

４
Ｆ
介
護
担
当

野
中
　
寛
和

１
Ｆ
介
護
担
当

部
谷
　
純
平

２
Ｆ
介
護
担
当

松
木
　
千
春

新
入
職
員

入職式
　令和 8年 4月1日「職員辞令交付式」、「新入職員入職式」
及び、「永年勤続職員表彰式」を実施いたしました。

５
月
31
日
現
在

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

行
事
食

  

ご
紹
介

栄
養
管
理
担
当
よ
り

メニュー：
恵方巻／いわしの梅煮
春菊の白和え／清まし汁

節
分

メニュー：
ちらし寿司／天ぷら（鶏・野菜）
菜の花のからし和え／赤だし／いちご
間食：ひな祭りゼリー

メニュー：
岩国寿司／けんちょう／筍の土佐煮
ほうれん草なます／清まし汁

メニュー：
かつお手こね寿司／のっぺ
伊勢うどん風汁／あん団子

メニュー：
さつま芋ご飯／博多がめ煮
厚焼き玉子　明太子ソースかけ
すいとん風／フルーツみつ豆

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
、外
部
講
師
を
招
い
た
研
修

や
施
設
職
員
が
中
心
と
な
っ
た
研
修
等
、幅
広
い
内
容
の
研
修
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

職
員
研
修

救
命
講
習

令
和
８
年
２
月
３
日

ひ
な
祭
り

令
和
８
年
３
月
３
日

メニュー：昼食
オムライス／いんげんのイタリアンサラダ
コンソメスープ／フルーツ盛り合わせ（オレンジ・キウイ）
間食：柏まんじゅう こ

ど
も
の
日

令
和
８
年
５
月
５
日

ご
ち
そ
う
の
日

令
和
８
年
３
月
10
日

ご
ち
そ
う
の
日

令
和
８
年
４
月
10
日

ご
ち
そ
う
の
日

令
和
８
年
２
月
10
日

　
こ
の
た
び
令
和
７
年
12
月
か
ら
㈱
グ
リ
ー
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
は
、貴
施
設
の
給
食

業
務
を
受
託
す
る
機
会
を
賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は「
安
全・安
心・お
い
し
さ
」を
第一に
、入
居
者
様
の
健
康
と
笑
顔
を
支
え
る
食

事
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
施
設
様
ス
タ
ッ
フ
と
弊
社
ス
タ
ッ
フ
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、弊
社
の
毎
月
の
独
自
イ
ベ
ン
ト・季
節
感
あ
る
献
立
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、衛
生

管
理
を
徹
底
し
た
上
で
ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
末
永
く
選
ば
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

㈱
グ
リ
ー
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
　
所
長
　
山
下
江
理

新 入 職 員 研 修

成
果
発
表

認知症専門医による認知症に関する研修

弁護士による虐待防止・身体拘束に関する研修

言語聴覚士による食事の支援に関する研修

施設看護師による感染症防止に関する研修

令
和
６
年
度
に
入
職
し
た
５
名
の
職
員
よ
り
、

入
職
後
各
自
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て

発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
人
理
念
や
接
遇
マ
ナ
ー
、当
施
設

の
運
営
等
を
学
び
ま
し
た
。

サ ービ ス 向 上 委 員 会 に よる 職 員 研 修

介護力向上班　活動報告
　私たちは施設全体の介護力を向上することで、入居者様・
介助者ともに心身の負担を減らすことを目標に日々活動してい
ます。昨年度は人間らしさを尊重するという意味のケア技法で
ある「ユマニチュード」をテーマに研修を行いました。入居者
様との関わり方を振り返り、どうすればより良い関係を築ける
のか考える機会になったと思います。

排泄班　活動報告
　排泄班では、「正しいパッドの使用方法、入居者様にあった
パッドの把握、陰部洗浄の大切さについて学び感染防止に繋げ
る」を令和 7 年度のテーマに活動に取り組みました。入居者様
に安心して生活を送っていただけるようケアの知識や技術を身
につけるため、実際に模型も使用し陰部洗浄やパッドの当て方
なども勉強しています。また、昨年度学んできたことを職員研
修において伝達させていただきました。

　
令
和
8
年
3
月
、上
京
消
防
署
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
、救
命
講
習
の
実
技
研
修
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
入
居
者
様
の
み
な
ら
ず
、万
が一の
緊
急
時
に

備
え
て
、適
切
な
応
急
手
当
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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西
陣
憩
い
の
郷
だ
よ
り
／
第
39
号

　令
和
8
年
6
月
15
日
発
行

　﹇編
集・発
行
﹈社
会
福
祉
法
人
北
野
健
寿
会

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
西
陣
憩
い
の
郷

　発
行
責
任
者

　谷
利
康
樹

　〒
6
0
2

－

8
4
7
6

　京
都
市
上
京
区
桐
木
町
8
8
5
の
1

　T
E
L
0
7
5・4
3
1・1
5
1
3

　F
A
X
0
7
5・4
3
1・1
5
1
4

鷹狩の途中雨に遭い近くの小屋によって「みのを貸してほしい」と頼むと

八重の山吹の花一枝を差し出した。八重咲の山吹は実をつけない：

〝七重八重　花は咲けども　やまぶきの　実の一つだに　なきぞ悲しき〞

実のと蓑をかぶせている。ちなみに一重の山吹は実をつける。

山吹（やまぶき）
室町時代の武将・太田道灌の話が有名

表 紙 写 真 の 解 説

施
設
医  

中
野
龍
一

施 設 のご 案 内

TEL.075-431-1513
FAX.075-431-1514

千
本
通

千本釈迦堂

京都駅方面より
市バス6・206・50系統

四条河原町方面より
市バス46・59・201系統

「千本今出川」バス停
下車徒歩3分

MAIL. nishijin-ikoi@kitano-kenjukai.or.jp

お問合せはこちらまで今出川通

相馬病院

七
本
松
通北

野
天
満
宮

卍

編
集
後
記

西
陣
憩
い
の
郷
だ
よ
り
39
号
を
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
施
設
で
は
、職
員
が
中
心
と
な
り
様
々

な
行
事
を
企
画
・
実
施
し
て
お
り
ま
す
。４
・

５
Ｐ
に
は
、施
設
全
体
で
行
っ
た
行
事
だ
け

で
な
く
、各
フ
ロ
ア
に
て
企
画
・
実
施
さ
れ
た

行
事
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
も
引
き
続
き
様
々
な
行
事
を
企
画

中
で
す
。実
施
し
た
行
事
は
、当
施
設
Ｈ
Ｐ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
く
予
定
で

す
の
で
、そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
広
報
誌
担
当
）

施 設 のご 案 内

TEL.075-431-1513
FAX.075-431-1514

五辻通

西陣憩いの郷

N

　こ
の
た
び
、
4
月
1
日
付
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
西
陣
憩
い
の
郷
」
の
施
設
医
と
し
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
私
は
相
馬
病
院
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
平

成
29
年
よ
り
当
施
設
の
産
業
医
を
務
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
後
は
施
設
医
と
産
業
医
を
兼
務
し
、
よ

り
一
層
施
設
運
営
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　現
在
、
日
本
で
は
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
行
し
、

独
居
や
老
老
介
護
、
認
知
症
の
方
が
支
え
合
う
認
認

介
護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
社
会
問
題
と
し
て

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
担
い
手
不
足
も
深
刻

さ
を
増
し
て
お
り
、
地
域
や
施
設
が
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、病
院
と
は
異
な
り
「
生
活
の
場
」

と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
入
居
者
の
方
々
が
安
心
し

て
日
々
を
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　入
居
者
の
皆
さ
ま
の
中
に
は
、
認
知
機
能
の
低
下

や
身
体
の
不
自
由
さ
、
嚥
下
機
能
の
低
下
な
ど
、
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
に
対

し
、
日
々
丁
寧
に
寄
り
添
い
、
細
や
か
な
変
化
に
気

づ
き
な
が
ら
支
援
を
続
け
て
お
ら
れ
る
職
員
の
皆
さ

ま
の
姿
に
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
深
い
感
銘
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
取
り
組
み
に
は
、
入
居
者

の
生
活
を
支
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

医
師
と
し
て
学
ぶ
点
が
多
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　私
は
長
年
病
院
で
診
療
に
携
わ
っ
て
き
た
た
め
、

ど
う
し
て
も
医
療
面
に
意
識
が
向
き
が
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
施
設
で
は
治
療
よ
り
も
「
生
活
を
支
え
る

視
点
」
が
重
要
で
あ
り
、
私
自
身
も
考
え
方
の
転
換

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
皆
さ
ま

の
実
践
か
ら
学
び
な
が
ら
、
医
療
の
立
場
か
ら
適
切

な
支
援
を
行
い
、
よ
り
良
い
ケ
ア
に
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　職
員
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
、
入
居
者
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を
築
い
て
い
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

特養増床のご案内介護職員募集中
（資格取得支援・就職支度金制度あり） 　令和8年10月1日より、7階を特養フロアに転

換し、特養105床ショート3床で運営することと
なりました。これにより、より的確に地域の介護
ニーズに対応してまいります。
　ショートステイも特養と同じ居室・設備でサー
ビスを提供しています。「まずはショートで雰囲気
を知りたい」というご利用も大歓迎。特養の生活
を短期間から体験いただけます。
　西陣憩いの郷は、千本今出川付近にあり、バス
停も多く、施設内に駐車場も完備しているため、
交通がとても便利です。
　すべてのお部屋が個室になっており、個室には
トイレと洗面台が完備されています。
　最上階にはテラスがあり、景色は抜群です。京
都の街並みや比叡山が一望でき、五山の送り火
もご覧いただけます。
　どうぞ、お気軽に申し込み・お問い合わせくだ
さい。

担当・生活相談員 島田

　ユニット型の特別養護老人ホームで入居者の方の
生活をサポートしていただくお仕事です。
　経験者はもちろんのこと、未経験の方・ブランクの
ある方、常勤・非常勤問わず募集しております。
　施設見学も随時対応しておりますので、ご興味ある
方は、施設にお問い合わせください。
　また、4月1日より採用
ページをリニューアルい
たしました。採用ページ
よりご応募いただき採用
となった場合は、就職支
度金が支給されます（条
件あり）。
　詳しい条件等、採用ペ
ージからご確認ください。

採用担当 小林

採用ページは
こちら

施設HPは
こちら

インスタグラムは
こちら


